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通訳センター業務処理要綱の制定について（ 例規通達）

平成４年７月１日

広刑総第 号警察本部長232  

改正 平成５年 月広総務第 号 平成 年12 454  13 ３月広警務第 号426  
平成 年  18 ４月広警務第 号 平成 年784  19 ４月広警務第 号795  
平成 年  19 ４月広警務第 号 平成 年796  19 ４月広組対第 号276  
平成 年  20 ２月広警務第 号 平成 年244  21 ３月広警務第 号448  
平成 年  25 ８月広警務第 号 平成 年1256  28 １月広総務第 号97  
平成 年  30 ３月８日

各部長・ 参事官

各所属長

近年における警察業務の国際化に対応するため、刑事部刑事総務課に通訳センターを設置したこ と

に伴い、 みだしの要綱を別添のと おり 定め、 平成４年７月１日から施行するこ と と したので、運用上

誤り のないよう にされたい。

別添

通訳センター業務処理要綱

第１ 趣旨

この要綱は、通訳センターにおける業務処理に関し、 必要な事項を定めるものと する。

第２ 通訳センタ ーの任務

通訳センターは、 次に掲げる事務を行う こ と により 、 警察業務の迅速かつ適正な遂行に資するこ

と を任務と する。

１( )  警察業務の遂行に必要な通訳者及び翻訳者（ 以下「 警察通（ 翻） 訳者」 と いう 。 ） の登録
に関するこ と 。

２( )  警察通（ 翻） 訳者の派遣に関するこ と 。
３( )  警察通（ 翻） 訳者の養成に関するこ と 。
４( )  その他通訳及び翻訳に関するこ と 。

第３ 警察通（ 翻） 訳者の推薦

１ 所属長は、所属職員の中から 、 別表第１の部内警察通（ 翻） 訳者推薦基準に該当する者を、別

記様式第１号の部内警察通（ 翻） 訳者推薦書により 、 刑事部組織犯罪対策課長（ 以下「 組織犯罪

対策課長」 と いう 。 ） を経由して警察本部長に推薦するものと する。

２ 警察署長は、管内に居住し、又は勤務先を有する警察協力者の中から 、 別表第２の部外警察通

（ 翻） 訳者推薦基準に該当する者を、別記様式第２号の部外警察通（ 翻） 訳者推薦書により 、 組

織犯罪対策課長を経由して警察本部長に推薦するものと する。

第４ 警察通（ 翻） 訳者の登録

１ 組織犯罪対策課長は、第３ の定めにより 推薦された警察通（ 翻） 訳者の中から 、警務部警務課

長及び警務部人材育成課長並びに警備部外事課長と 協議の上、警察通（ 翻） 訳者と しての適性を

有する者を選考するものと する。

２ 警察本部長は、 １に定める選考に基づき、警察通（ 翻） 訳者を決定するものと する。

３ 組織犯罪対策課長は、 ２ の定めにより 決定された警察通（ 翻） 訳者を通訳センターに登録する

ものと する。

第５ 警察通（ 翻） 訳者指定書及び警察通（ 翻） 訳者依頼書の交付

１ 組織犯罪対策課長は、第４ の２ の定めにより 決定された部内警察通（ 翻） 訳者に対し、 推薦の

所属長を経由して別記様式第３号による警察通（ 翻） 訳者指定書を交付するものと する。

２ 組織犯罪対策課長は、第４ の２ の定めにより 決定された部外警察通（ 翻） 訳者に対し、 推薦の

警察署長を経由して別記様式第４号による警察通（ 翻） 訳者依頼書を交付するものと する。

第６ 警察通（ 翻） 訳者の登録の抹消

１ 部内警察通（ 翻） 訳者の所属長及び部外警察通（ 翻） 訳者の住居又は勤務先を管轄する警察署

長（ 以下これらの者を「 関係所属長」 と いう 。 ） は、 当該警察通（ 翻） 訳者について、 通訳及び

翻訳に従事できない事由が生じた場合又は通訳及び翻訳に従事させるこ と が適当でないと 認めた
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場合は、組織犯罪対策課長を経由して警察本部長に報告するものと する。

２ 警察本部長は、 １に定める報告に基づき、警察通（ 翻） 訳者の決定を取り 消すものと する。

３ 組織犯罪対策課長は、 ２ に定める取消しが行われた場合は、通訳センタ ーへの登録を抹消する

と と もに、次に掲げる措置をと るものと する。

１( )  部内警察通（ 翻）訳者に対しては、関係所属長を経由して別記様式第５号による警察通（ 翻）
訳者解除書を交付するこ と 。

２( )  部外警察通（ 翻）訳者に対しては、関係所属長を経由して別記様式第６号による警察通（ 翻）
訳者解除書を交付するこ と 。

第７ 警察通（ 翻） 訳者の異動等の報告

１ 関係所属長は、当該警察通（ 翻） 訳者が次のいずれかに該当するこ と と なっ た場合（ 第６ に該

当する場合を除く 。 ） は、 別記様式第７号の警察通（ 翻） 訳者異動報告書により 、 組織犯罪対策

課長に報告するものと する。

１( )  配置換え（ 所属及び勤務先における配置換えを含む。 ） があっ た場合
２( )  身上異動があっ た場合
３( )  保有資格に変更があっ た場合
４( )  その他推薦に係る事項に変更があっ た場合

２ 組織犯罪対策課長は、 １ の報告に基づき、第４の３ に定める登録を訂正するものと する。

第８ 警察通（ 翻） 訳者の運用

１ 原則

所属長は、警察通（ 翻） 訳者を必要と する場合は、当該所属の部内警察通（ 翻） 訳者に通訳及

び翻訳を行わせるものと する。

２ 派遣要請

所属長は、当該所属に必要と する部内警察通（ 翻） 訳者がいない場合は、別記様式第８号の警

察通（ 翻） 訳者派遣要請書（ 以下「 警察通（ 翻） 訳者派遣要請書」 と いう 。 ） により 、 組織犯罪

対策課長を経由して警察本部長に警察通（ 翻） 訳者の派遣を要請するものと する。 ただし、 急を

要すると きは、警察通（ 翻）訳者派遣要請書に代えて電話等により 、派遣を要請するものと する。

３ 派遣

１( )  組織犯罪対策課長は、 ２ に定める警察本部長に対する要請があっ た場合において、 その必
要があると 認めると きは、 別表第３の警察通（ 翻） 訳者ブロ ッ ク別派遣表に基づき、適任者を

選任の上、次に掲げる措置をと るものと する。

ア 適任者が部内警察通（ 翻） 訳者のと きは、 その所属長に派遣命令を発出するこ と 。

イ 適任者が部外警察通（ 翻） 訳者のと きは、関係所属長を経由して協力を依頼するこ と 。

２ １( )  ( )のアの定めに基づき派遣を命ぜられた所属長は、当該部内警察通（ 翻） 訳者を、派遣
要請をした所属に派遣するものと する。

４ 派遣期間

部内警察通（ 翻） 訳者の派遣期間は、 12日以内と する。 ただし、 こ れ以上の期間にわたる場合
には、派遣要請をした所属長（ 以下「 派遣先所属長」 と いう 。 ） は、 派遣元の所属長（ 以下「 派

遣元所属長」と いう 。）及び組織犯罪対策課長と 協議の上、期間を限っ て延長するこ と ができる。

第９ 報告

１ 派遣先所属長は、派遣に係る警察通（ 翻） 訳者の通訳及び翻訳業務の完了時に、別記様式第９

号の警察通（ 翻） 訳実施報告書（ 以下「 警察通（ 翻） 訳実施報告書」 と いう 。 ） により 、所定事

項を組織犯罪対策課長を経由して警察本部長に報告するものと する。

２ 派遣先所属長は、警察通（ 翻） 訳実施報告書の写しを派遣元所属長に送付するものと する。 た

だし、 部外警察通（ 翻） 訳者については、 こ の限り でない。

第 部外警察通10 （ 翻） 訳者についての留意事項

部外警察通（ 翻） 訳者については、 その推薦、協力依頼等に際し、次に掲げる事項を告知し、紛

議事案の発生を未然防止するものと する。

１( )  身分
部外警察通（ 翻） 訳者は、通訳及び翻訳による協力を依頼するものであり 、 任命関係にある

ものではない。
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２( )  謝金
部外警察通（ 翻） 訳者には、 その協力に対し、警察本部長が別に定める謝金を支給する。

３( )  守秘義務
部外警察通（ 翻） 訳者は、 その知り 得た秘密を外部に漏らし、又は他の目的に利用してはな

らない。

第 事故及11 び紛議事案の即報

警察通（ 翻） 訳者の通訳及び翻訳業務に関し、事故又は紛議事案が発生した場合には、 関係所属

長（ 派遣中の警察通（ 翻） 訳者については、 派遣先所属長） は、組織犯罪対策課長を経由して警察

本部長に即報するものと する。

第12 その他
この要綱に定めるもののほか、 通訳センターの運用に関する細目的事項は、組織犯罪対策課長が

定める。

別表第１ （ 第３関係）

部内警察通（ 翻） 訳者推薦基準

項目 基準

勤務年数 原則と して３年以上の勤務年数を有するこ と 。

１ 英語

保有資格

実用英語技能検定２級以上、国際コ ミ ュ ニケーショ ン英語能力テスト

点以上450 、 通訳技能検定試験４級以上、国際連合公用語検定Ｂ級以上又

はこれら と 同等以上の語学力を有するこ と 。

２ 韓国語、北京語、広東語、 タガログ語、 タ イ語等

警察検定中級以上又はこれと 同等以上の語学力を有するこ と 。

１ 正義感が強いこ と 。

２ 健康であるこ と 。

３ 積極的で粘り 強いこ と 。

性行 ４ 協調性があるこ と 。

５ 沈着冷静であるこ と 。

６ 研究心が旺盛であるこ と 。

７ 言語及び態度に節度があるこ と 。

別表第２ （ 第３関係）

部外警察通（ 翻） 訳者推薦基準

項目 基準

警察と の関係 警察活動に理解があり 、 協力的であるこ と 。

１ 英語

保有資格

実用英語技能検定２級以上、国際コ ミ ュ ニケーショ ン英語能力テスト

点以上450 、 通訳技能検定試験４級以上、国際連合公用語検定Ｂ級以上又

はこれら と 同等以上の語学力を有するこ と 。

２ 韓国語、北京語、広東語、 タガログ語、 タ イ語等

日常の会話に支障がなく 、 読み、筆談が適度にできるこ と 。

１ 正義感が強いこ と 。

２ 健康であるこ と 。

性行
３ 積極的で粘り 強いこ と 。

４ 協調性があるこ と 。

５ 沈着冷静であるこ と 。

６ 言語及び態度に節度があるこ と 。

別表第３ （ 第８関係）

警察通（ 翻） 訳者ブロッ ク別派遣表
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ブロッ ク名 警察署名

広島ブロッ ク 広島中央、広島東、広島西、広島南、安佐南、安佐北、佐伯、海田、廿日市、

大竹、山県

呉ブロ ッ ク 呉、広、江田島、東広島、竹原

福山ブロッ ク 福山東、福山西、福山北、尾道、三原、府中

三次ブロッ ク 三次、庄原、安芸高田、世羅

（ 別記）

様式第１号

（ 第３関係）

様式第２号

（ 第３関係）

様式第３号

（ 第５関係）

様式第４号

（ 第５関係）

様式第５号

（ 第６関係）

様式第６号

（ 第６関係）

様式第７号

（ 第７関係）

様式第８号

（ 第８関係）

様式第９号

（ 第９関係）



（別記）

様式第１号（第３関係）



様式第２号（第３関係）



様式第３号（第５関係）



様式第４号（第５関係）



様式第５号（第６関係）



様式第６号（第６関係）



様式第７号（第７関係）



様式第８号（第８関係）



様式第９号（第９関係）


